
(57)【要約】

【課題】　設置スペースを小さくできる集積弁を提供す

ること。

【解決手段】第１開閉弁３と連通する第１ポート２２と

、第２開閉弁４と連通する第２ポート４２と、第１開閉

弁３を介して第１ポート２２に連通するとともに、第２

開閉弁４を介して第２ポート４２に連通する第３ポート

５５とを備え、第１開閉弁３と第２開閉弁４の開閉弁動

作を制御することにより、第１ポート２２と第２ポート

４２と第３ポート５５の連通状態を切り換える集積弁１

に、第１開閉弁３と第２開閉弁４とが上下に重ねて固定

される取付ブロック２と、第１開閉弁３の出力ポート２

３と第２開閉弁４の出力ポート４３とを連通させるもの

であって、第３ポート５５が開設された連結ブロック５

とを設ける。

【選択図】    図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 制 御 弁 と 連 通 す る 第 １ ポ ー ト と 、 第 ２ 制 御 弁 と 連 通 す る 第 ２ ポ ー ト と 、 前 記 第 １ 制
御 弁 を 介 し て 第 １ ポ ー ト に 連 通 す る と と も に 、 前 記 第 ２ 制 御 弁 を 介 し て 前 記 第 ２ ポ ー ト に
連 通 す る 第 ３ ポ ー ト と を 備 え 、 前 記 第 １ 制 御 弁 と 前 記 第 ２ 制 御 弁 の 開 閉 弁 動 作 を 制 御 す る
こ と に よ り 、 前 記 第 １ ポ ー ト と 前 記 第 ２ ポ ー ト と 前 記 第 ３ ポ ー ト の 連 通 状 態 を 切 り 換 え る
集 積 弁 に お い て 、
　 前 記 第 １ 制 御 弁 と 前 記 第 ２ 制 御 弁 と が 上 下 に 重 ね て 固 定 さ れ る 取 付 ブ ロ ッ ク と 、
　 前 記 第 １ 制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト と 前 記 第 ２ 制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト と を 連 通 さ せ る も の で あ っ
て 、 前 記 第 ３ ポ ー ト が 開 設 さ れ た 連 結 部 材 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 集 積 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 す る 集 積 弁 に お い て 、
　 前 記 連 結 部 材 は 、 ブ ロ ッ ク 状 を な し 、 前 記 第 １ 制 御 弁 及 び 前 記 第 ２ 制 御 弁 の 側 方 に 固 定
さ れ 、 前 記 第 １ 制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト と 前 記 第 ２ 制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト に 連 通 す る 流 路 が 上 下
方 向 に 形 成 さ れ 、 前 記 流 路 の 延 長 線 上 に 第 ３ ポ ー ト が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 集
積 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 す る 集 積 弁 に お い て 、
　 前 記 第 １ 制 御 弁 と 前 記 第 ２ 制 御 弁 が エ ア オ ペ レ イ ト バ ル ブ で あ り 、
　 前 記 取 付 ブ ロ ッ ク に 前 記 第 １ 制 御 弁 に 操 作 流 体 を 供 給 す る 第 １ 操 作 ポ ー ト と 、 前 記 第 ２
制 御 弁 に 操 作 流 体 を 供 給 す る 第 ２ 操 作 ポ ー ト が 開 設 さ れ 、
　 前 記 取 付 ブ ロ ッ ク が 前 記 第 １ 制 御 弁 と 前 記 第 ２ 制 御 弁 に 対 し て 回 転 自 在 に 連 結 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 集 積 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か １ つ に 記 載 す る 集 積 弁 に お い て 、
　 プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト に 対 し て 上 方 か ら ４ 個 の 締 結 部 材 で 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 集 積 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 製 造 工 程 で 使 用 さ れ る 集 積 弁 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 半 導 体 製 造 装 置 や 液 晶 製 造 装 置 に 使 用 さ れ 、 エ ッ チ ン グ ガ ス な ど の プ ロ セ ス ガ ス
の 供 給 を 制 御 す る プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト が 開 発 さ れ て い る 。 プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ
ト は 、 複 数 の 流 体 制 御 機 器 を 流 路 ブ ロ ッ ク な ど に 固 定 す る こ と に よ り 一 体 化 さ れ る 。 流 体
制 御 機 器 に は 、 例 え ば 、 マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ の 上 流 側 に 図 １ ０ 又 は 図 １ １ に 示 す よ う
な 集 積 弁 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ０ に 示 す 集 積 弁 １ ０ ０ は 、 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０ ３ ， １ ０ ４ ， １ ０ ５ ， １ ０ ６ に 形 成 さ
れ た 流 路 が 第 １ 開 閉 弁 １ ０ １ と 第 ２ 開 閉 弁 １ ０ ２ を 介 し て 相 互 に 連 通 す る よ う に 集 積 さ れ
て い る 。 第 １ 開 閉 弁 １ ０ １ は 、 入 力 ポ ー ト １ ０ １ ａ と 出 力 ポ ー ト １ ０ １ ｂ が 弁 部 を 介 し て
連 通 し て い る 。 入 力 ポ ー ト １ ０ １ ａ は 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０ ３ を 介 し て プ ロ セ ス ガ ス 供 給 源 に
接 続 し 、 出 力 ポ ー ト １ ０ １ ｂ は 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０ ４ を 介 し て 第 ２ 開 閉 弁 １ ０ ２ の 入 力 ポ ー
ト １ ０ ２ ａ に 連 通 し て い る 。 第 ２ 開 閉 弁 １ ０ ２ は 、 入 力 ポ ー ト １ ０ ２ ａ と 出 力 ポ ー ト １ ０
２ ｂ が 常 時 連 通 し 、 出 力 ポ ー ト １ ０ ２ ｂ が 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０ ６ を 介 し て 図 示 し な い マ ス フ
ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 し て い る 。 ま た 、 第 ２ 開 閉 弁 １ ０ ２ に は 、 パ ー ジ ポ ー ト １ ０ ２ ｃ
が 開 設 さ れ 、 パ ー ジ ポ ー ト １ ０ ２ ｃ と 出 力 ポ ー ト １ ０ ２ ｂ が 弁 部 を 介 し て 連 通 し て い る 。
パ ー ジ ポ ー ト １ ０ ２ ｃ は 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０ ５ を 介 し て パ ー ジ ガ ス 供 給 源 に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 こ う し た 集 積 弁 １ ０ ０ は 、 第 １ 開 閉 弁 １ ０ １ を 開 弁 し て 第 ２ 開 閉 弁 １ ０ ２ を 閉 弁 し た 状
態 で 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０ ３ に プ ロ セ ス ガ ス を 供 給 す る と 、 プ ロ セ ス ガ ス が 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０
３ 、 第 １ 開 閉 弁 １ ０ １ 、 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０ ４ 、 第 ２ 開 閉 弁 １ ０ ２ 、 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０ ６ を
流 れ て マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に 供 給 さ れ る 。 第 １ 開 閉 弁 １ ０ １ を 閉 弁 す る と 、 プ ロ セ ス
ガ ス の 供 給 が 停 止 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 開 閉 弁 １ ０ １ を 閉 弁 し て 第 ２ 開 閉 弁 １ ０ ２ を 開 弁 し
た 状 態 で 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０ ５ に パ ー ジ ガ ス を 供 給 す る と 、 パ ー ジ ガ ス が 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０
５ 、 第 ２ 開 閉 弁 １ ０ ２ 、 流 路 ブ ロ ッ ク １ ０ ６ を 流 れ て マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に 供 給 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 図 １ １ に 示 す 集 積 弁 ２ ０ ０ は 、 第 １ 開 閉 弁 ２ ０ １ と 第 ２ 開 閉 弁 ２ ０ ２ が 流 路 ブ ロ
ッ ク ２ ０ ３ ， ２ ０ ４ に そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ 、 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ３ ， ２ ０ ４ を 連 結 す る こ
と に よ り 集 積 さ れ て い る 。 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ３ は 、 入 力 ポ ー ト ２ ０ ３ ａ と 出 力 ポ ー ト ２ ０
３ ｂ と の 間 に 弁 座 ２ ０ ３ ｃ が 設 け ら れ 、 第 １ 開 閉 弁 ２ ０ １ が 弁 座 ２ ０ ３ ｃ を 開 閉 す る よ う
に な っ て い る 。 ま た 、 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ３ は 、 入 力 ポ ー ト ２ ０ ３ ａ と 出 力 ポ ー ト ２ ０ ３ ｂ
の 下 方 に パ ー ジ 流 路 ２ ０ ３ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ４ は 、 入 力 ポ ー
ト ２ ０ ４ ａ と 出 力 ポ ー ト ２ ０ ４ ｂ が 常 時 連 通 す る よ う に 形 成 さ れ 、 弁 座 ２ ０ ４ ｃ と 連 通 す
る よ う に パ ー ジ 流 路 ２ ０ ４ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ３ ， ２ ０ ４ は 、 流 路 ブ
ロ ッ ク ２ ０ ３ の 出 力 ポ ー ト ２ ０ ３ ｂ と 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ４ の 入 力 ポ ー ト ２ ０ ４ ａ と が 接 続
し 、 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ３ の パ ー ジ 流 路 ２ ０ ３ ｄ と 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ４ の パ ー ジ 流 路 ２ ０ ４
ｄ と が 接 続 す る よ う に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ う し た 集 積 弁 ２ ０ ０ は 、 第 １ 開 閉 弁 ２ ０ １ を 開 弁 し て 第 ２ 開 閉 弁 ２ ０ ２ を 閉 弁 し た 状
態 で 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ３ の 入 力 ポ ー ト ２ ０ ３ ａ に プ ロ セ ス ガ ス を 供 給 す る と 、 プ ロ セ ス ガ
ス は 入 力 ポ ー ト ２ ０ ３ ａ か ら 第 １ 開 閉 弁 ２ ０ １ 、 出 力 ポ ー ト ２ ０ ３ ｂ 、 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０
４ の 入 力 ポ ー ト ２ ０ ４ ａ 、 第 ２ 開 閉 弁 ２ ０ ２ 、 出 力 ポ ー ト ２ ０ ４ ｂ へ と 流 れ 、 流 路 ブ ロ ッ
ク ２ ０ ４ の 出 力 ポ ー ト ２ ０ ４ ｂ か ら マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に 供 給 さ れ る 。 第 １ 開 閉 弁 ２
０ １ を 閉 弁 す る と 、 プ ロ セ ス ガ ス の 供 給 が 停 止 す る 。 そ の 後 、 第 １ 開 閉 弁 ２ ０ １ を 閉 弁 し
て 第 ２ 開 閉 弁 ２ ０ ２ を 開 弁 し た 状 態 で 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ３ に パ ー ジ ガ ス を 供 給 す る と 、 パ
ー ジ ガ ス が 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ３ の パ ー ジ 流 路 ２ ０ ３ ｄ か ら 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ４ の パ ー ジ 流
路 ２ ０ ４ ｄ 、 第 ２ 開 閉 弁 ２ ０ ２ 、 出 力 ポ ー ト ２ ０ ４ ｂ へ と 流 れ 、 流 路 ブ ロ ッ ク ２ ０ ４ の 出
力 ポ ー ト ２ ０ ４ ｂ か ら マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に 供 給 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 特 許
文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ４ ８ ２ ７ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ３ １ １ ４ ５ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 集 積 弁 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ は 、 い ず れ も 第 １ 開 閉 弁 １ ０ １ ， ２ ０ １ と
第 ２ 開 閉 弁 １ ０ ２ ， ２ ０ ２ を 流 体 の 流 れ 方 向 に 並 設 し て お り 、 設 置 ス ペ ー ス が 大 き か っ た
。 近 年 、 半 導 体 製 造 装 置 や 液 晶 製 造 装 置 な ど で は 装 置 サ イ ズ を 小 さ く す る た め に プ ロ セ ス
ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト を コ ン パ ク ト に す る 要 請 が 高 く 、 集 積 弁 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 設 置 ス ペ ー ス
を 小 さ く す る こ と が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 設 置 ス ペ ー ス を 小 さ く で
き る 集 積 弁 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
  本 発 明 に 係 る 集 積 弁 は 、 次 の よ う な 構 成 を 有 し て い る 。
（ １ ） 第 １ 制 御 弁 と 連 通 す る 第 １ ポ ー ト と 、 第 ２ 制 御 弁 と 連 通 す る 第 ２ ポ ー ト と 、 第 １ 制

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-291481 A 2005.10.20



御 弁 を 介 し て 第 １ ポ ー ト に 連 通 す る と と も に 、 第 ２ 制 御 弁 を 介 し て 第 ２ ポ ー ト に 連 通 す る
第 ３ ポ ー ト と を 備 え 、 第 １ 制 御 弁 と 第 ２ 制 御 弁 の 開 閉 弁 動 作 を 制 御 す る こ と に よ り 、 第 １
ポ ー ト と 第 ２ ポ ー ト と 第 ３ ポ ー ト の 連 通 状 態 を 切 り 換 え る 集 積 弁 に お い て 、 第 １ 制 御 弁 と
第 ２ 制 御 弁 と が 上 下 に 重 ね て 固 定 さ れ る 取 付 ブ ロ ッ ク と 、 第 １ 制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト と 第 ２
制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト と を 連 通 さ せ る も の で あ っ て 、 第 ３ ポ ー ト が 開 設 さ れ た 連 結 部 材 と を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ２ ） （ １ ） に 記 載 の 発 明 に お い て 、 連 結 部 材 は 、 ブ ロ ッ ク 状 を な し 、 第 １ 制 御 弁 及 び 第
２ 制 御 弁 の 側 方 に 固 定 さ れ 、 第 １ 制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト と 第 ２ 制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト に 連 通 す
る 流 路 が 上 下 方 向 に 形 成 さ れ 、 流 路 の 延 長 線 上 に 第 ３ ポ ー ト が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ３ ） （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 発 明 に お い て 、 第 １ 制 御 弁 と 第 ２ 制 御 弁 が エ ア オ ペ レ イ
ト バ ル ブ で あ り 、 取 付 ブ ロ ッ ク に 第 １ 制 御 弁 に 操 作 流 体 を 供 給 す る 第 １ 操 作 ポ ー ト と 、 第
２ 制 御 弁 に 操 作 流 体 を 供 給 す る 第 ２ 操 作 ポ ー ト が 開 設 さ れ 、 取 付 ブ ロ ッ ク が 第 １ 制 御 弁 と
第 ２ 制 御 弁 に 対 し て 回 転 自 在 に 連 結 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ４ ） （ １ ） 乃 至 （ ３ ） の 何 れ か １ つ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト
に 対 し て 上 方 か ら ４ 個 の 締 結 部 材 で 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 を 有 す る 発 明 の 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 集 積 弁 は 、 例 え ば 、 第 １ 制 御 弁 を 開 弁 し て 第 ２ 制 御 弁 を 閉 弁 し た 状 態 で 第 １ ポ ー ト に 第
１ 流 体 を 供 給 す る と 、 第 １ 流 体 が 第 １ 制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト か ら 連 結 部 材 に 流 れ 、 第 ３ ポ ー
ト か ら 出 力 さ れ る 。 ま た 例 え ば 、 集 積 弁 は 、 第 １ 制 御 弁 を 閉 弁 し て 第 ２ 制 御 弁 を 開 弁 し た
状 態 で 第 ２ ポ ー ト に 第 ２ 流 体 を 供 給 す る と 、 第 ２ 流 体 が 第 ２ 制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト か ら 連 結
部 材 に 流 れ 、 第 ３ ポ ー ト か ら 出 力 さ れ る 。 こ う し た 集 積 弁 は 、 取 付 ブ ロ ッ ク に 第 １ 制 御 弁
と 第 ２ 制 御 弁 と が 上 下 に 重 ね て 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 例 え ば 、 流 路 ブ ロ ッ ク に 第 １ 制
御 弁 と 第 ２ 制 御 弁 と を 並 設 す る 場 合 と 比 較 し て 、 設 置 ス ペ ー ス が 小 さ く な る 。
　 よ っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 集 積 弁 の 設 置 ス ペ ー ス を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 連 結 部 材 を ブ ロ ッ ク 形 状 に し 、 第 １ 制 御 弁 の 出 力 ポ ー ト と 第 ２ 制 御 弁 の 出 力 ポ
ー ト に 連 通 す る 流 路 が 上 下 方 向 に 形 成 さ れ 、 そ の 延 長 線 上 に 第 ３ ポ ー ト が 設 け ら れ て い れ
ば 、 連 結 部 材 内 の 流 路 構 成 が 簡 単 な の で 、 流 量 損 失 を 生 じ に く い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 制 御 弁 と 第 ２ 制 御 弁 が エ ア オ ペ レ イ ト バ ル ブ で あ る 場 合 に は 、 取 付 ブ ロ ッ ク
に 開 設 さ れ た 第 １ 操 作 ポ ー ト 又 は 第 ２ 操 作 ポ ー ト か ら 第 １ 制 御 弁 又 は 第 ２ 制 御 弁 に 操 作 流
体 を 供 給 し て 、 第 １ 制 御 弁 又 は 第 ２ 制 御 弁 を 開 閉 す る 。 取 付 ブ ロ ッ ク が 第 １ 制 御 弁 と 第 ２
制 御 弁 に 対 し て 回 転 自 在 に 連 結 さ れ て い れ ば 、 取 付 ブ ロ ッ ク を 回 転 さ せ て 第 １ 操 作 ポ ー ト
と 第 ２ 操 作 ポ ー ト の 位 置 を 調 節 す る こ と が で き 、 操 作 流 体 供 給 源 を 第 １ 操 作 ポ ー ト と 第 ２
操 作 ポ ー ト に 接 続 し や す い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 集 積 弁 を プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト 上 に 配 設 し 、 上 方 か ら ４ 個 の 締 結 部 材 を 締
結 し て 集 積 弁 を プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト に 固 定 す れ ば 、 １ 個 の 制 御 弁 を プ ロ セ ス ガ ス 供
給 ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け る 作 業 で ２ 個 の 制 御 弁 を 同 時 に プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト に 取 り 付
け る こ と が で き 、 作 業 性 が よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 集 積 弁 の 一 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、
集 積 弁 １ の 斜 視 図 で あ る 。
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　 集 積 弁 １ は 、 例 え ば 、 半 導 体 製 造 装 置 や 液 晶 製 造 装 置 な ど に 搭 載 さ れ る プ ロ セ ス ガ ス 供
給 ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け ら れ 、 下 流 に 設 置 さ れ る マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に プ ロ セ ス ガ ス 又
は パ ー ジ ガ ス を 供 給 す る 。 集 積 弁 １ は 、 円 筒 形 状 の 取 付 ブ ロ ッ ク ２ に 対 し て 下 方 か ら 第 １
開 閉 弁 （ 「 第 １ 制 御 弁 」 に 相 当 す る も の 。 ） ３ を 取 り 付 け る と と も に 、 上 方 か ら 第 ２ 開 閉
弁 （ 「 第 ２ 制 御 弁 」 に 相 当 す る も の 。 ） ４ を 取 り 付 け 、 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ の 側
面 に 連 結 ブ ロ ッ ク （ 「 連 結 部 材 」 に 相 当 す る も の 。 ） を 固 定 し た も の で あ り 、 あ た か も １
個 の 流 体 制 御 機 器 を 構 成 す る よ う な 外 観 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 集 積 弁 １ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２ の Ａ Ａ 断 面 図 で あ る 。
　 集 積 弁 １ に は 、 取 付 ブ ロ ッ ク ２ に 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ が 上 下 逆 さ に 重 ね て 取 り
付 け ら れ て い る 。 第 １ 開 閉 弁 ３ に は 第 １ ポ ー ト ２ ２ が 設 け ら れ 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ に は 第 ２ ポ
ー ト ４ ２ が 設 け ら れ て お り 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ を 介 し て 第 １ ポ ー ト ２ ２ と 第 ２ ポ ー ト ４ ２ が
第 ３ ポ ー ト ５ ５ に 連 通 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 取 付 ブ ロ ッ ク ２ は 、 円 柱 形 状 を な し 、 第 １ 開 閉 弁 ３ を 取 り 付 け る た め の 凹 部 １ １ が 下 端
面 に 穿 設 さ れ 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ を 取 り 付 け る た め の 凹 部 １ ３ が 上 端 面 に 穿 設 さ れ て い る 。 取
付 ブ ロ ッ ク ２ の 側 面 に は 、 第 １ 凹 部 １ １ に 連 通 す る 第 １ 操 作 ポ ー ト １ ２ と 、 第 ２ 凹 部 １ ３
に 連 通 す る 第 ２ 操 作 ポ ー ト １ ４ と が 同 一 断 面 上 に 開 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ 開 閉 弁 ３ は 、 ノ ー マ ル ク ロ ー ズ タ イ プ の エ ア オ ペ レ イ ト バ ル ブ で あ る 。 第 １ 開 閉 弁
３ は 、 ボ デ ィ １ ５ が 連 結 フ レ ー ム １ ６ を 介 し て 取 付 ブ ロ ッ ク ２ に 図 中 下 方 か ら 回 転 自 在 に
連 結 さ れ て い る 。 ボ デ ィ １ ５ は 、 略 直 方 体 形 状 の ブ ロ ッ ク 状 を な し 、 ボ ル ト 孔 ６ ０ ， ６ ０
が 形 成 さ れ て い る 。 ボ デ ィ １ ５ は 、 連 結 フ レ ー ム １ ６ が 螺 設 さ れ る 円 柱 状 の 連 結 凹 部 １ ７
が 開 設 さ れ 、 連 結 凹 部 １ ７ と 同 軸 上 に 弁 座 １ ８ が か し め 固 定 さ れ て い る 。 連 結 凹 部 １ ７ 内
に は 、 ダ イ ア フ ラ ム １ ９ が 配 設 さ れ 、 略 円 筒 状 の ダ イ ア フ ラ ム 押 さ え ２ ０ を 介 し て 連 結 フ
レ ー ム １ ６ を ボ デ ィ １ ５ の 連 結 凹 部 １ ７ に ね じ 込 む こ と に よ り 、 ダ イ ア フ ラ ム １ ９ の 周 縁
部 を ダ イ ア フ ラ ム 押 さ え ２ ０ と ボ デ ィ １ ５ と の 間 で 狭 持 し て い る 。 そ の た め 、 連 結 フ レ ー
ム １ ６ と ボ デ ィ １ ５ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 間 は 、 ダ イ ア フ ラ ム １ ９ に よ っ て 気 密 に 区 画 さ
れ て 弁 室 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 ボ デ ィ １ ５ に は 、 第 １ ポ ー ト ２ ２ が 図 中 下 端 面 か ら 穿 設
さ れ 、 出 力 ポ ー ト ２ ３ が 図 中 水 平 方 向 に 穿 設 さ れ て お り 、 第 １ ポ ー ト ２ ２ と 出 力 ポ ー ト ２
３ は 弁 座 １ ８ と 弁 室 ２ １ を 介 し て 連 通 し て い る 。 ダ イ ア フ ラ ム １ ９ の 背 室 に は 、 弁 体 ２ ４
が ダ イ ア フ ラ ム 押 さ え ２ ０ の 内 周 面 に 沿 っ て 上 下 方 向 に 摺 動 可 能 に 保 持 さ れ 、 弁 体 ２ ４ の
摺 動 に 応 じ て ダ イ ア フ ラ ム １ ９ が 弁 座 １ ８ に 当 接 又 は 離 間 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 取 付 ブ ロ ッ ク ２ の 凹 部 １ １ と 連 結 フ レ ー ム １ ６ の 間 に は 、 ピ ス ト ン 室 ２ ６ が 形 成 さ れ 、
ピ ス ト ン ２ ７ に よ り 一 次 室 ２ ６ Ａ と 二 次 室 ２ ６ Ｂ と に 気 密 に 区 画 さ れ て い る 。 一 次 室 ２ ６
Ａ に は 、 圧 縮 ば ね ３ ０ が 縮 設 さ れ 、 ピ ス ト ン ２ ７ を 常 時 図 中 Ｙ 方 向 に 付 勢 し て い る 。 ピ ス
ト ン ２ ７ に は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ８ が 貫 き 通 さ れ て 一 体 化 さ れ て い る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド ２
８ は 、 先 端 部 が 連 結 フ レ ー ム １ ６ を 貫 い て 弁 体 ２ ４ に 突 き 当 て ら れ 、 弁 体 ２ ４ を 介 し て ダ
イ ア フ ラ ム １ ９ を 図 中 Ｙ 方 向 に に 押 し 下 げ て 弁 座 １ ８ に 当 接 さ せ て い る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド
２ ８ に は 、 第 １ 操 作 ポ ー ト １ ２ に 供 給 さ れ た 操 作 エ ア を 二 次 室 ２ ６ Ｂ に 供 給 す る た め の 流
路 ２ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 一 次 室 ２ ６ Ａ と 二 次 室 ２ ６ Ｂ の 圧 力 変 動 を 制 御 す る こ
と に よ り 、 ピ ス ト ン ２ ７ を 図 中 Ｘ 方 向 又 は Ｙ 方 向 に 移 動 さ せ 、 ダ イ ア フ ラ ム １ ９ を 弁 座 １
８ に 当 接 又 は 離 間 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ は 、 ノ ー マ ル オ ー プ ン タ イ プ の エ ア オ ペ レ イ ト バ ル ブ で あ る 。 第 ２
開 閉 弁 ４ は 、 ボ デ ィ ３ ５ が 連 結 フ レ ー ム ３ ６ を 介 し て 取 付 ブ ロ ッ ク ２ に 図 中 上 方 か ら 回 転
自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 ボ デ ィ ３ ５ は 、 略 直 方 体 形 状 の ブ ロ ッ ク 状 を な し 、 第 ２ 開 閉 弁 ４
側 か ら 第 １ 開 閉 弁 ３ の ボ ル ト 孔 ６ ０ ， ６ ０ が 見 え る よ う に 第 １ 開 閉 弁 ３ の ボ デ ィ １ ５ よ り
幅 が 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 ボ デ ィ ３ ５ は 、 連 結 フ レ ー ム ３ ６ が 螺 設 さ れ る 円 柱 状 の 連 結
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凹 部 ３ ７ が 開 設 さ れ 、 連 結 凹 部 ３ ７ と 同 軸 上 に 弁 座 ３ ８ が か し め 固 定 さ れ て い る 。 連 結 凹
部 ３ ７ 内 に は 、 ダ イ フ ラ ム ３ ９ が 配 設 さ れ 、 略 円 筒 状 の ダ イ ア フ ラ ム 押 さ え ４ ０ を 介 し て
連 結 フ レ ー ム ３ ６ を ボ デ ィ ３ ５ の 連 結 凹 部 ３ ７ に ね じ 込 む こ と に よ り 、 ダ イ ア フ ラ ム ３ ９
の 周 縁 部 を ダ イ ア フ ラ ム 押 さ え ４ ０ と ボ デ ィ ３ ５ と の 間 で 狭 持 し て い る 。 そ の た め 、 連 結
フ レ ー ム ３ ６ と ボ デ ィ ３ ５ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 間 は 、 ダ イ ア フ ラ ム ３ ９ に よ っ て 気 密 に
区 画 さ れ て 弁 室 ４ １ が 形 成 さ れ て い る 。 ボ デ ィ ３ ５ に は 、 弁 座 ３ ８ と 同 軸 上 に 継 手 ３ ５ ａ
が 図 中 突 設 さ れ て 第 ２ ポ ー ト ４ ２ が 設 け ら れ 、 出 力 ポ ー ト ４ ３ が 図 中 水 平 方 向 に 穿 設 さ れ
て お り 、 第 ２ ポ ー ト ４ ２ と 出 力 ポ ー ト ４ ３ は 弁 座 ３ ８ と 弁 室 ４ １ を 介 し て 連 通 し て い る 。
ダ イ ア フ ラ ム ３ ９ の 背 室 に は 、 弁 体 ４ ４ が ダ イ ア フ ラ ム 押 さ え ４ ０ の 内 周 面 に 沿 っ て 上 下
方 向 に 摺 動 可 能 に 保 持 さ れ 、 弁 体 ４ ４ の 摺 動 に 応 じ て ダ イ ア フ ラ ム ３ ９ が 弁 座 ３ ８ に 当 接
又 は 離 間 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 取 付 ブ ロ ッ ク ２ の 凹 部 １ ３ と 連 結 フ レ ー ム ３ ６ の 間 に は 、 ピ ス ト ン 室 ４ ６ が 形 成 さ れ 、
ピ ス ト ン ４ ７ に よ り 一 次 室 ４ ６ Ａ と 二 次 室 ４ ６ Ｂ と に 気 密 に 区 画 さ れ て い る 。 二 次 室 ４ ６
Ｂ に は 、 圧 縮 ば ね ５ ０ が 縮 設 さ れ 、 ピ ス ト ン ４ ７ を 常 時 図 中 Ｙ 方 向 に 付 勢 し て い る 。 ピ ス
ト ン ４ ７ に は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ４ ８ が 貫 き 通 さ れ て 一 体 化 さ れ て い る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド ４
８ は 、 先 端 部 が 連 結 フ レ ー ム ３ ６ を 貫 く も の の 、 図 中 Ｙ 方 向 に 下 降 し て い る た め 、 弁 体 ４
４ を 介 し て ダ イ ア フ ラ ム ３ ９ を 図 中 Ｘ 方 向 に 押 し 上 げ ず 、 ダ イ ア フ ラ ム ３ ９ が 弁 座 ３ ８ か
ら 離 間 し て い る 。 従 っ て 、 一 次 室 ４ ６ Ａ と 二 次 室 ２ ６ Ｂ の 圧 力 変 動 を 制 御 す る こ と に よ り
、 ピ ス ト ン ４ ７ を 図 中 Ｘ 方 向 又 は 図 中 Ｙ 方 向 に 移 動 さ せ 、 ダ イ ア フ ラ ム ３ ９ を 弁 座 ３ ８ に
当 接 又 は 離 間 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ 開 閉 弁 ３ の ボ デ ィ １ ５ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ の ボ デ ィ ３ ５ に は 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ が 側 方 か
ら 固 定 さ れ 、 第 １ 開 閉 弁 ３ の 出 力 ポ ー ト ２ ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ の 出 力 ポ ー ト ４ ３ と を 第 ３ ポ
ー ト ５ ５ に 連 通 さ せ て い る 。 連 結 ブ ロ ッ ク ５ は 、 直 方 体 形 状 の 第 １ ブ ロ ッ ク ５ １ と 直 方 体
形 状 の 第 ２ ブ ロ ッ ク ５ ２ と を パ イ プ ５ ３ で 連 結 し た 形 状 を 有 し 、 第 ３ ポ ー ト ５ ５ が 第 １ ブ
ロ ッ ク ５ １ の 下 端 面 か ら 穿 設 さ れ て い る 。 連 結 ブ ロ ッ ク ５ は 、 第 ３ ポ ー ト ５ ５ と 同 軸 上 に
共 通 流 路 ５ ６ が 図 中 上 下 方 向 に 形 成 さ れ 、 共 通 流 路 ５ ６ に 対 し て 直 交 す る よ う に 第 １ 連 通
路 ５ ７ と 第 ２ 連 通 路 ５ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 連 通 路 ５ ７ は 、 第 １ ブ ロ ッ ク ５ １ の 第 １
開 閉 弁 ３ に 当 接 す る 側 面 に 第 １ 開 閉 弁 ３ の 出 力 ポ ー ト ２ ３ と 接 続 す る よ う に 形 成 さ れ て い
る 。 ま た 、 第 ２ 連 通 路 ５ ８ は 、 第 ２ ブ ロ ッ ク ５ ２ の 第 ２ 開 閉 弁 ４ に 当 接 す る 側 面 に 第 ２ 開
閉 弁 ４ の 出 力 ポ ー ト ４ ３ と 接 続 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ の 正 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ の 下 面 図 で あ る 。
　 連 結 ブ ロ ッ ク ５ は 、 第 １ ブ ロ ッ ク ５ １ が 第 ２ ブ ロ ッ ク ５ ２ よ り 幅 が 大 き く 設 定 さ れ 、 ボ
ル ト 孔 ６ ０ が 第 ２ ブ ロ ッ ク ５ ２ 側 か ら 見 え る よ う に 第 １ ブ ロ ッ ク ５ １ に 形 成 さ れ て い る 。
第 １ ブ ロ ッ ク ５ １ は 、 第 １ 連 通 路 ５ ７ の 両 側 に ボ ル ト 孔 ５ １ ａ ， ５ １ ａ が 形 成 さ れ 、 第 ２
ブ ロ ッ ク ５ ２ に は 、 第 ２ 連 通 録 ５ ８ の 両 側 に ボ ル ト 孔 ５ ２ ａ ， ５ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
そ の た め 、 第 １ 開 閉 弁 ３ の 出 力 ポ ー ト ２ ３ と 連 結 ブ ロ ッ ク ５ の 第 １ 連 通 路 ５ ７ と の 間 、 及
び 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ の 出 力 ポ ー ト ４ ３ と 連 結 ブ ロ ッ ク ５ の 第 ２ 連 通 路 ５ ８ と の 間 に Ｏ リ ン グ
な ど の シ ー ル 部 材 （ 図 示 せ ず ） を そ れ ぞ れ 配 設 し 、 第 １ ブ ロ ッ ク ５ １ の ボ ル ト 孔 ５ １ ａ ，
５ １ ａ と 第 ２ ブ ロ ッ ク ５ ２ の ボ ル ト 孔 ５ ２ ａ ， ５ ２ ａ に 挿 通 し た ボ ル ト Ｖ … （ 図 １ 参 照 ）
を 第 １ 開 閉 弁 ３ の ボ デ ィ １ ５ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ の ボ デ ィ ３ ５ に ね じ 込 ん で 連 結 ブ ロ ッ ク ５ を
固 定 す る と き に 、 シ ー ル 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 を 有 す る 本 実 施 の 形 態 の 集 積 弁 １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 集 積 弁 １ は 、 プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト の マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ の 上 流 に 配 置 さ れ 、
４ 隅 に 設 け ら れ た ボ ル ト 孔 ６ ０ ， ６ ０ ， ６ ０ ， ６ ０ （ 図 １ 参 照 ） に 図 示 し な い ボ ル ト を 第
２ 開 閉 弁 ４ 側 か ら 挿 通 し て 図 示 し な い プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト に ね じ 込 む こ と に よ り 固
定 さ れ る 。 こ の と き 、 ボ ル ト 孔 ６ ０ ， ６ ０ ， ６ ０ ， ６ ０ が 第 ２ 開 閉 弁 ４ 側 か ら 見 え る た め
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、 ボ ル ト を 締 結 し や す い 。 こ れ に よ り 、 集 積 弁 １ は 、 第 １ ポ ー ト ２ ２ が 図 示 し な い プ ロ セ
ス ガ ス 供 給 源 に 連 通 し 、 第 ３ ポ ー ト ５ ５ が 図 示 し な い マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に 連 通 す る
。 そ し て 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ の 継 手 ３ ５ ａ に パ ー ジ ガ ス 供 給 源 を 接 続 す る こ と に よ り 、 第 ２ ポ
ー ト ４ ２ が パ ー ジ ガ ス 供 給 源 に 連 通 す る 。 集 積 弁 １ は 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ の 継 手 ３ ５ ａ が 上 向
き に 突 き 出 し て い る の で 、 隣 り 合 う 流 体 制 御 機 器 と の 隙 間 が 狭 い 場 合 で も 、 パ ー ジ ガ ス 供
給 源 を 接 続 で き る 。 そ れ か ら 、 第 １ 操 作 ポ ー ト １ ２ と 第 ２ 操 作 ポ ー ト １ ４ に 図 示 し な い 操
作 エ ア 供 給 源 を 接 続 す る 。 こ の と き 、 取 付 ブ ロ ッ ク ２ を 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ に 対
し て 自 由 に 回 転 さ せ て 第 １ 操 作 ポ ー ト １ ２ と 第 ２ 操 作 ポ ー ト １ ４ の 位 置 を 調 節 で き る た め
、 第 １ ， 第 ２ 操 作 ポ ー ト １ ２ ， １ ４ に 図 示 し な い 操 作 エ ア 供 給 源 を 接 続 し や す い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 集 積 弁 １ は 、 第 １ 操 作 ポ ー ト １ ２ と 第 ２ 操 作 ポ ー ト １ ４ に 操 作 エ ア が 供 給 さ れ な い と き
に は 、 第 １ 開 閉 弁 ３ が 閉 弁 し 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ が 開 弁 し て い る 。 こ の 状 態 を 初 期 状 態 と し て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 プ ロ セ ス ガ ス を 図 示 し な い マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に 供 給 す る 場 合 に は 、 第 １ 操 作 ポ ー
ト １ ２ と 第 ２ 操 作 ポ ー ト １ ４ に 操 作 エ ア を 供 給 す る 。 第 ２ 開 閉 弁 ４ は 、 一 次 室 ４ ６ Ａ が 加
圧 さ れ て 、 ピ ス ト ン ４ ７ が 圧 縮 ば ね ５ ０ に 抗 し て 図 中 Ｘ 方 向 に 上 昇 す る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド
４ ８ は 、 ピ ス ト ン ４ ７ と 一 体 的 に 図 中 Ｘ 方 向 に 上 昇 し て 弁 体 ４ ４ を 弁 座 ３ ８ 側 に 押 し 上 げ
、 ダ イ ア フ ラ ム ３ ９ を 弁 座 ３ ８ に 当 接 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ が 閉 弁 す る 。
　 一 方 、 第 １ 開 閉 弁 ３ は 、 操 作 エ ア が ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ８ の 連 通 路 ２ ９ か ら 二 次 室 ２ ６ Ｂ
に 供 給 さ れ 、 二 次 室 ２ ６ Ｂ が 加 圧 さ れ る 。 ピ ス ト ン ２ ７ は 、 圧 縮 ば ね ３ ０ に 抗 し て 図 中 Ｘ
方 向 に 上 昇 し 、 弁 体 ２ ４ か ら 離 間 す る 。 第 １ ポ ー ト ２ ２ に プ ロ セ ス ガ ス を 供 給 す る と 、 ダ
イ ア フ ラ ム １ ９ が プ ロ セ ス ガ ス の 圧 力 に よ っ て 弁 体 ２ ４ を 図 中 Ｘ 方 向 に 押 し 上 げ 、 弁 座 １
８ か ら 離 間 す る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 開 閉 弁 ３ が 開 弁 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ ポ ー ト ２ ２ に 供 給 さ れ た プ ロ セ ス ガ ス は 、 第 １ ポ ー ト ２ ２ か ら 弁 座 １ ８ 、 弁 室 ２ １
、 出 力 ポ ー ト ２ ３ 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ の 第 １ 連 通 路 ５ ７ 、 第 ３ ポ ー ト ５ ５ へ と 流 れ 、 第 ３ ポ
ー ト ５ ５ か ら 図 示 し な い マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に 供 給 さ れ る 。 こ の と き 、 プ ロ セ ス ガ ス
は 、 ガ ス の 流 れ に 沿 っ て 連 結 ブ ロ ッ ク ５ の 第 １ 連 通 路 ５ ７ か ら 第 ３ ポ ー ト ５ ５ に 引 き 込 ま
れ る が 、 た と え 、 プ ロ セ ス ガ ス の 一 部 が 連 結 ブ ロ ッ ク ５ の 共 通 流 路 ５ ６ 内 に 拡 散 し て も 、
第 ２ 開 閉 弁 ４ が 閉 弁 し て い る た め 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ の 弁 座 ３ ８ か ら 第 ２ ポ ー ト ４ ２ に 逆 流 し
な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ の 後 、 プ ロ セ ス ガ ス の 供 給 を 停 止 す る 場 合 に は 、 第 １ 操 作 ポ ー ト １ ２ へ の 操 作 エ ア の
供 給 を 停 止 す る 。 第 １ 開 閉 弁 ３ は 、 二 次 室 ２ ６ Ｂ が 加 圧 さ れ な く な り 、 ピ ス ト ン ２ ７ が 圧
縮 ば ね ３ ０ の 弾 圧 力 で 図 中 Ｙ 方 向 に 押 し 下 げ ら れ る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ８ は 、 ピ ス ト ン ２
７ と 一 体 的 に 図 中 Ｙ 方 向 に 下 降 し て 弁 体 ２ ４ を 弁 座 １ ８ 側 に 押 し 下 げ 、 ダ イ ア フ ラ ム １ ９
を 弁 座 １ ８ に 当 接 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 開 閉 弁 ３ が 閉 弁 し 、 プ ロ セ ス ガ ス が 第 １ 開 閉
弁 ３ か ら 供 給 さ れ な く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ の 後 、 パ ー ジ ガ ス を マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に 供 給 す る 場 合 に は 、 第 ２ 操 作 ポ ー ト １
４ へ の 操 作 エ ア の 供 給 を 停 止 す る 。 第 ２ 開 閉 弁 ４ は 、 一 次 室 ４ ６ Ａ が 加 圧 さ れ な く な り 、
ピ ス ト ン ４ ７ が 圧 縮 ば ね ５ ０ の 弾 圧 力 で 図 中 Ｙ 方 向 に 押 し 下 げ ら れ る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド ４
８ は 、 ピ ス ト ン ４ ７ と 一 体 的 に 図 中 Ｙ 方 向 に 下 降 し て 弁 体 ４ ４ を 押 し 上 げ な く な る 。 弁 体
４ ４ は 、 自 重 に よ っ て 図 中 Ｙ 方 向 に 移 動 し 、 ダ イ ア フ ラ ム ３ ９ が 弁 座 ３ ８ か ら 離 間 す る 。
こ れ に よ り 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ が 開 弁 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ２ ポ ー ト ４ ２ に 供 給 さ れ た パ ー ジ ガ ス は 、 第 ２ ポ ー ト ４ ２ か ら 弁 座 ３ ８ 、 弁 室 ４ １ 、
出 力 ポ ー ト ４ ３ 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ の 第 １ 連 通 路 ５ ８ 、 共 通 流 路 ５ ６ 、 第 ３ ポ ー ト ５ ５ へ と
流 れ 、 第 ３ ポ ー ト ５ ５ か ら マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ に 供 給 さ れ る 。 こ の と き 、 第 １ 開 閉 弁
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３ が 閉 弁 し て い る た め 、 パ ー ジ ガ ス が 第 １ 開 閉 弁 ３ の 弁 座 １ ８ か ら 第 １ ポ ー ト ２ ２ に 逆 流
し な い 。
　 な お 、 こ の 状 態 で パ ー ジ ガ ス の 供 給 を 停 止 す る と 、 集 積 弁 １ は 初 期 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 の 集 積 弁 １ に よ れ ば 、 第 １ 開 閉 弁 ３ と 連 通 す る 第 １ ポ ー ト ２ ２ と
、 第 ２ 開 閉 弁 ４ と 連 通 す る 第 ２ ポ ー ト ４ ２ と 、 第 １ 開 閉 弁 ３ を 介 し て 第 １ ポ ー ト ２ ２ に 連
通 す る と と も に 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ を 介 し て 第 ２ ポ ー ト ４ ２ に 連 通 す る 第 ３ ポ ー ト ５ ５ と を 備
え 、 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ の 開 閉 弁 動 作 を 制 御 す る こ と に よ り 、 第 １ ポ ー ト ２ ２ と
第 ２ ポ ー ト ４ ２ と 第 ３ ポ ー ト ５ ５ の 連 通 状 態 を 切 り 換 え る も の で あ っ て 、 第 １ 開 閉 弁 ３ と
第 ２ 開 閉 弁 ４ と が 上 下 に 重 ね て 固 定 さ れ る 取 付 ブ ロ ッ ク ２ と 、 第 １ 開 閉 弁 ３ の 出 力 ポ ー ト
２ ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ の 出 力 ポ ー ト ４ ３ と を 連 通 さ せ る も の で あ っ て 、 第 ３ ポ ー ト ５ ５ が 開
設 さ れ た 連 結 ブ ロ ッ ク ５ と を 有 し て い る の で 、 例 え ば 、 流 路 ブ ロ ッ ク に 第 １ 開 閉 弁 と 第 ２
開 閉 弁 と を 並 設 す る 場 合 （ 例 え ば 、 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） と 比 較 し て 、 設 置 ス ペ ー ス を 小
さ く す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 集 積 弁 １ は 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ を 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開 閉
弁 ４ の 側 面 に 固 定 す る 。 し か し 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ が 一 般 的 な 開 閉 弁 よ り 小 さ い た め 、 集 積
弁 １ は ２ 個 の 開 閉 弁 を 平 面 に 並 設 す る 場 合 よ り 設 置 ス ペ ー ス が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 集 積 弁 １ に よ れ ば 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ は 、 ブ ロ ッ ク 状 を な し 、 第 １
開 閉 弁 ３ 及 び 第 ２ 開 閉 弁 ４ の 側 方 に 固 定 さ れ 、 第 １ 開 閉 弁 ３ の 出 力 ポ ー ト ２ ３ と 第 ２ 開 閉
弁 ４ の 出 力 ポ ー ト ４ ３ に 連 通 す る 共 通 流 路 ５ ６ が 上 下 方 向 に 形 成 さ れ 、 共 通 流 路 ５ ６ の 延
長 線 上 に 第 ３ ポ ー ト ５ ５ が 設 け ら れ て い る の で 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ 内 の 流 路 構 成 が 簡 単 で あ
り 、 流 量 損 失 を 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 集 積 弁 １ に よ れ ば 、 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ が エ ア オ ペ レ イ
ト バ ル ブ で あ り 、 取 付 ブ ロ ッ ク ２ に 第 １ 開 閉 弁 ３ に 操 作 エ ア を 供 給 す る 第 １ 操 作 ポ ー ト １
２ と 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ に 操 作 流 体 を 供 給 す る 第 ２ 操 作 ポ ー ト １ ４ が 開 設 さ れ 、 取 付 ブ ロ ッ ク
２ が 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ に 対 し て 回 転 自 在 に 連 結 し て い る の で 、 取 付 ブ ロ ッ ク ２
を 回 転 さ せ て 第 １ 操 作 ポ ー ト １ ２ と 第 ２ 操 作 ポ ー ト １ ４ の 位 置 を 調 節 す る こ と が で き 、 図
示 し な い 操 作 エ ア 供 給 源 を 第 １ 操 作 ポ ー ト １ ２ と 第 ２ 操 作 ポ ー ト １ ４ に 接 続 し や す い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 集 積 弁 １ に よ れ ば 、 図 示 し な い プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト に 対 し
て 上 方 か ら ４ 個 の ボ ル ト で 固 定 さ れ る の で 、 １ 個 の 開 閉 弁 を プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト に
取 り 付 け る 作 業 で ２ 個 の 開 閉 弁 を 同 時 に プ ロ セ ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け る こ と が で
き 、 作 業 性 が よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る
こ と な く 、 色 々 な 応 用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ １ ） 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 取 付 ブ ロ ッ ク ２ の 同 一 断 面 上 に ９ ０ 度 の 位 相 差 を も
っ て 第 １ 操 作 ポ ー ト １ ２ と 第 ２ 操 作 ポ ー ト １ ４ を 開 設 し た 。 こ れ に 対 し て 、 図 ６ の 第 １ 変
形 例 に 示 す よ う に 、 取 付 ブ ロ ッ ク ６ ２ に 第 １ 操 作 ポ ー ト ６ ３ と 第 ２ 操 作 ポ ー ト ６ ４ を 高 さ
を 変 え て 開 設 し 、 同 一 断 面 上 に 設 け な い よ う に し て も よ い し 、 ま た 、 図 ６ の 第 １ 変 形 例 及
び 図 ７ の 第 ２ 変 形 例 に 示 す よ う に 、 第 １ 操 作 ポ ー ト ６ ３ ， ７ ３ と 第 ２ 操 作 ポ ー ト ６ ４ ， ７
４ を ９ ０ 度 で な い 位 相 差 （ 例 え ば 、 １ ８ ０ 度 ） を も っ て 開 設 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ ２ ） 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 取 付 ブ ロ ッ ク ２ に ノ ー マ ル ク ロ ー ズ タ イ プ の 第 １ 開
閉 弁 ３ と ノ ー マ ル オ ー プ ン タ イ プ の 第 ２ 開 閉 弁 ４ と を 上 下 逆 さ に 重 ね て 取 り 付 け た 。 こ れ
に 対 し て 、 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ の 向 き を 揃 え て 上 下 に 重 ね て 取 り 付 け て も 良 い 。
ま た 、 図 ６ の 第 １ 変 形 例 に 示 す よ う に 、 ノ ー マ ル ク ロ ー ズ タ イ プ の 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開
閉 弁 ６ ５ を 上 下 に 重 ね て 取 り 付 け る よ う に し て よ い 。 な お 、 こ の 場 合 に は 、 上 記 実 施 の 形
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態 で 説 明 し た 第 ２ 開 閉 弁 ４ の ア ク チ ュ エ ー タ 部 を 、 第 １ 開 閉 弁 ３ の ア ク チ ュ エ ー タ 部 と 同
様 の 構 造 と し て 第 ２ 開 閉 弁 ６ ５ を 構 成 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 図 ７ の 第 ２ 変 形 例 に
示 す よ う に 、 ノ ー マ ル オ ー プ ン タ イ プ の 第 １ 開 閉 弁 ７ ５ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ を 上 下 に 重 ね て 取
り 付 け る よ う に し て よ い 。 な お 、 こ の 場 合 に は 、 上 記 実 施 の 形 態 の 第 １ 開 閉 弁 ３ の ア ク チ
ュ エ ー タ 部 を 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ の ア ク チ ュ エ ー タ 部 と 同 様 の 構 造 と し て 第 １ 開 閉 弁 ７ ５ を 構
成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ ３ ） 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ 開 閉 弁 ４ の ボ デ ィ ３ ５ に 継 手 ３ ５ ａ を 上 方 に 突
き 出 す よ う に 突 設 し た 。 こ れ に 対 し て 、 例 え ば 、 図 ８ の 第 ３ 変 形 例 に 示 す よ う に 、 第 ２ 開
閉 弁 ４ の ボ デ ィ ３ ５ の 側 面 に 継 手 ８ ２ を 突 設 し て 第 ２ ポ ー ト ８ ３ を 設 け 、 第 ２ ポ ー ト ８ ３
と 出 力 ポ ー ト ４ ３ を 弁 座 ３ ８ を 介 し て 連 通 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ ４ ） 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ ポ ー ト ２ ２ を 下 方 に 開 口 す る よ う に 形 成 し た 。
こ れ に 対 し て 、 例 え ば 、 図 ９ の 第 ４ 変 形 例 に 示 す よ う に 、 第 １ 開 閉 弁 ３ の ボ デ ィ １ ５ の 側
面 に 継 手 ９ ２ を 突 設 し て 第 １ ポ ー ト ９ ３ を 設 け 、 第 １ ポ ー ト ９ ３ と 出 力 ポ ー ト ２ ３ を 弁 座
１ ８ を 介 し て 連 通 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ ５ ） 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 第 ３ ポ ー ト ５ ５ を 下 方 に 開 口 す る よ う に 形 成 し た 。
こ れ に 対 し て 、 例 え ば 、 図 ９ の 第 ４ 変 形 例 に 示 す よ う に 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ の 第 １ ブ ロ ッ ク
５ １ の 側 面 に 継 手 ９ ５ を 突 設 し て 第 ３ ポ ー ト ９ ６ を 設 け 、 連 結 ブ ロ ッ ク ５ の 共 通 流 路 ５ ６
と 連 通 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ ６ ） 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ に エ ア オ ペ レ イ ト バ ル
ブ を 使 用 し た が 、 第 １ 開 閉 弁 又 は 第 ２ 開 閉 弁 に 電 磁 式 の も の を 使 用 し て も よ い 。 ま た 、 例
え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第 ２ 開 閉 弁 ４ に ダ イ ア フ ラ ム 弁 を 使 用 し た が
、 ベ ロ ー ズ 弁 を 使 用 し て も よ い 。
（ ７ ） 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ ポ ー ト ２ ２ 又 は 第 ２ ポ ー ト ４ ３ に 供 給 し た ガ ス
を 第 ３ ポ ー ト ５ ５ か ら 出 力 す る が 、 第 ３ ポ ー ト ５ ５ に 供 給 し た ガ ス を 第 １ ポ ー ト ２ ２ と 第
２ ポ ー ト ４ ３ か ら 分 岐 し て 出 力 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 第 １ 開 閉 弁 ３ と 第
２ 開 閉 弁 ４ を 比 例 弁 に し て 、 所 定 の 分 流 比 で 流 体 を 出 力 す る よ う に し て も よ い 。
（ ８ ） 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 半 導 体 製 造 装 置 や 液 晶 製 造 装 置 に 搭 載 さ れ る プ ロ セ
ス ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト に 集 積 弁 １ を 取 り 付 け た が 、 複 数 の 液 又 は ガ ス を 切 り 換 え て 出 力 す る
も の で あ れ ば 、 流 体 の 種 類 や 使 用 用 途 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 集 積 弁 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 、 集 積 弁 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く 、 図 ２ の Ａ Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く 、 連 結 ブ ロ ッ ク の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 じ く 、 連 結 ブ ロ ッ ク の 下 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 集 積 弁 の 第 １ 変 形 例 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 集 積 弁 の 第 ２ 変 形 例 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 集 積 弁 の 第 ３ 変 形 例 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 集 積 弁 の 第 ４ 変 形 例 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の ガ ス 又 は 液 体 集 積 弁 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の ガ ス 又 は 液 体 集 積 弁 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ 　 集 積 弁
２ 　 取 付 ブ ロ ッ ク
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３ 　 第 １ 開 閉 弁
４ 　 第 ２ 開 閉 弁
５ 　 連 結 ブ ロ ッ ク
１ ２ 　 第 １ 操 作 ポ ー ト
１ ４ 　 第 ２ 操 作 ポ ー ト
２ ２ 　 第 １ ポ ー ト
２ ３ 　 出 力 ポ ー ト
４ ２ 　 第 ２ ポ ー ト
４ ３ 　 出 力 ポ ー ト
５ ５ 　 第 ３ ポ ー ト
５ ６ 　 共 通 流 路
６ １ 　 集 積 弁
６ ２ 　 取 付 ブ ロ ッ ク
６ ３ 　 第 １ 操 作 ポ ー ト
６ ４ 　 第 ２ 操 作 ポ ー ト
６ ５ 　 第 ２ 開 閉 弁
７ １ 　 集 積 弁
７ ２ 　 取 付 ブ ロ ッ ク
７ ５ 　 第 １ 開 閉 弁
８ １ 　 集 積 弁
８ ２ 　 継 手
８ ３ 　 第 ２ ポ ー ト
９ １ 　 集 積 弁
９ ２ 　 継 手
９ ３ 　 第 １ ポ ー ト
９ ５ 　 継 手
９ ６ 　 第 ３ ポ ー ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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